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質問者 

ネットワークの高速化やリアルタイム性が必要だと考えるが、どのようなものを使用して

いるのか。 

 

発表者 

ネットワークについては光ケーブルが車両試験台と要素試験装置間で引かれている。 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.6. ペイロードフェアリングの低周波騒音の検

討 

 

宇宙航空研究開発機構 

情報・計算工学センター 

丸山 新一 氏 
 
  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-00976

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 77

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-00978

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 79

 

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-00980

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 81

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-00982

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 83

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-00984

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 85

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-00986

 
 

  

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 87

 
 

  

質疑応答 
 
質問者① 三菱重工業株式会社 河野様 

2 点教えて下さい。1 つ目は音響系のモデルを組む際に、モデルにはペイロードの容積分の

影響は加味されているのかという点です。今回の解析では入れ込んではいないように見え

るのですが、それでも評価として十分だという風にお考えなのでしょうか。もしくは今後

組み込んでいくことを想定されているのでしょうか。2 つ目はリングモードを実験的に捉え

ようとする目的は何になるのかという点です。音に対して支配的なモードを見たいという

ことに対して音でそのモードを発生させるというのは、どういう位置付けとして考えてお

られるのか教えて頂けますでしょうか。 

 

発表者 

まず 1 点目について、音響モードを見て頂くと分かる通り中心部の音圧レベルが高いこと

から衛星の有無による影響は非常に大きいと思われます。ただし、衛星も衛星内部まで考

慮しなければ正しい答えは得られないと考えられます。フィルエフェクトに関しては大規

模計算をしている訳ではないですが今後機会があれば取り組んでいきたいと考えています。

ちなみに、中をヘリウムに変えた場合の計算も行っており、音速が変わるので音響系も変

わりますがピークの位置がリングモードの周波数しか出なかったので、構造は音響系が変

わってもリングモード等が支配的だと考えられます。次に 2 点目の音響加振についてです

が、1 つ目のリングモードは 200 番目にあり普通にシェイカーで加振しても全くリングモー

ドを見ることはできません。実験ができないためにリングモードが合っているのか間違っ

ているのか確認ができず、もし実験的に確認するのであれば音響加振をして軸対称の荷重

を印加してリングモードのみを励起するという必要があります。加えて、フェアリング表

面に力 F をかけた時の軸上の音というのは、中からスピーカで加振した時の表面の加速度

に一致します。したがって中から音響的に加振して見えているモードというのは 100％音と

相関があります。以上のような理由から音響加振を実施しており、これ以外にリングモー

ドを出す方法はないと考えています。 

 

質問者 

要は、リングモードが明らかに関与が高いというのは解析的には見えており、それを可視

化して本当にそういうモードがあるかを実証するという目的でこういった検討をされてい

るということでよろしいでしょうか。 

 

発表者 

リングモード自体は 50 年前から言われていることですが、どういう形をしているかという

絵や計算結果がどこにもないため、本当にものとして存在するのかを知りたいということ
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が位置付けになります。 

 

 

質問者② JAXA イプシロンロケットプロジェクトチーム 宇井様 

イプシロンロケットも昨年度試験機が打ち上がり評価を行っていますが、1/1 オクターブバ

ンド 250Hz 帯のところの音の下がり具合が開発試験時よりも悪くどういう影響かを検討し

ています。リングモードの相関もあるかと考えていますが今のところ原因がきちんとわか

ってはいません。開発試験時は拡散音場でありますがフライト中の音場というのは進行波

が気になりますので、それによってリングモードと音との関係が変わる、というような考

えがおありであればお聞かせください。 

 

発表者 

イプシロンロケットの結果についてですが、直径の関係から約 200Hz というのは少し低す

ぎると思われます。リングモード自体はもう少し高いところにあるため、リングモードは

引っ張られるモードであるためどこかに剛性の不連続な点があると私自身は思っておりま

す。そのあたり、構造がよく分からないのできちんとしたお答えをすることができません。

また拡散音場に関してはご指摘の通りで、拡散音場の試験を通過しなければフライトはで

きませんが、実際にフライトで受ける荷重は拡散音場とは違います。そのあたりをどうし

ていくかは欧米でもきちんとできていないように思われますので、試験センターの方で整

備して頂ければと思います。 

 

JAXA 環境試験技術センター 施様 

コメントさせて頂きます。このリングモードというのはここまで解析されて明確化された

のは初めてかと思います。地上試験の拡散音場でのデータを取得して透過率がかなり高い

ということが分かっており、フライト時のテレメトリデータでもそのような結果が得られ

ています。 

 

発表者 

打上げ時の荷重では十分静かだが拡散音場の試験をすると NG になることや、その逆もまた

あると考えられます。そういうところを実際のフライト環境にふさわしい荷重条件で評価

できるような方向に検討して頂けるとありがたいと思います。 
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